
　　　ロカビリーにうつつをぬかした昔、今リハビリーに四苦八苦の隊員が三ツ峠登山口に集合
木無山、御巣鷹山、開運山を総称の三ツ峠山

平成26年11月23日

富士最大の見晴らし開運山へ、そして竹田さんの心配をよそに1100mをいっきに下山



　　　林道を超えてしばらく行くと北斜面道には数日前に降った雪が凍結

　道はぬかるんで、すぐ雪道となり、『各々方、ぬかるではないぞ』の声に口は軽く道は重くなり



　　　　　　四季楽園で前泊（テント泊）の姉さんと合流、無事生存確認

　　　富嶽滑稽（撮影：姉山紀信）

ここ開運山頂上は1786m、三ツ峠山は百名山



遠くは南アルプス、北アルプス八ヶ岳、白根三山（それは知らねえ）を望む

　　　　　　　　おにぎりランチ、サラダになますそしてお茶パック

　　　記念撮影を終えて、竹田さん（下り人生の天皇）なき1100mの下りを竹安さんが先導する



切り立った断崖でロッククライミングのエクササイズ

　　　　　　　ガレ場、木道、ロープを下ります

　　　　　テント泊分の荷物が行てを妨げる



　　　　麓近くは今が紅葉真っ盛り、落ち葉を踏みしめて

　　　　　　開運の湯につかり、喉ごしのビールこれぞ我らのリハビリー

　では♬ご一緒に
　　    君は僕より年上と まわりの人は言うけれど、なんたって構わない 僕は君に首ったけ
　　    死んでも君はなさない　地獄の底までついていく　Oh please stay by me Diana


